
幼・保育園、小・中学校、子ども会ほか教育関係団体関係者の皆さまへ 

 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 東山動植物園 

環境教育プログラム 
 

 

 

 

 

（植物園編） 
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園児・小学生 講義・実習 植物入門コース 

園児・小学生 講義・実習 植物をもっと深く学ぶ 

 
 
 
 
 
 

■申込・問い合わせ先等 
 

申込先 

www.higashiyama.city.nagoya.jp/ 

TEL：052-782-2111 FAX：052-782-2140 E-mail：higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp 

 
 
 
 
 

■申込・問い合わせ先等 
 
申込先 

 www.higashiyama.city.nagoya.jp/ 

TEL：052-782-2111 FAX：052-782-2140 E-mail：higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp 

所要時間 30～60 分  

開催場所 東山植物園（植物園内）  

募集人員／回 10～40 名  

実施可能時期 通年（開園日） 

用意が必要なもの  

内容 

タンポポやカエデ類など、風に乗って遠くへ移動し子孫を増やすタイプの種子が

あります。 

実際にこれらの種子を飛ばしたり、グライダー発明のヒントになったアルソミト

ラの種子の実物を見た後に模型を作ってみんなで飛ばしたりすることで、楽しみ

ながら植物の繁殖戦略について学びます。 

備考  

所要時間 15～30 分  

開催場所 東山植物園（植物園内）  

募集人員／回 10～40 名  

実施可能時期 10～11 月（開園日） 

用意が必要なもの  

内容 

ドングリとはブナ科植物の実の総称です。ひとくちにドングリといっても様々な

種類があり、植物園ではアベマキなどを中心に 10 種類以上のドングリを見るこ

とができます。実物に触れながら、ドングリのつくりや見分け方などを学びます。 

備考 秋の遠足時におすすめです。どんぐりの見分け方表プレゼント 

植物１ 
空飛ぶタネを飛ばそう 

植物３  ドングリ博士になろう 
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小学生（３年）以上 講義・見学 植物園を知る 

園児・小学生 実習 植物をもっと深く学ぶ 

 
 
 
 
 
 

■申込・問い合わせ先等 
 

申込先 

 www.higashiyama.city.nagoya.jp/ 

TEL：052-782-2111 FAX：052-782-2140 E-mail：higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp 

 
 
 
 
 

■申込・問い合わせ先等 
申込先  www.higashiyama.city.nagoya.jp/ 

TEL：052-782-2111 FAX：052-782-2140 E-mail：higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp 

 
 

所要時間 40～60 分  

開催場所 東山植物園（植物園内）  

募集人員／回 10～40 名  

実施可能時期 通年（開園日）  

用意が必要なもの 筆記用具（サインペン、標本を持ち帰る袋など） 

内容 

植物を厚紙に貼って、名前を書くだけで、素敵な標本が出来上がります。様々な

木の実などを見て、触れることにより、ふだん気がつかなかった植物のかたちの

おもしろさ、多様性を知ることができます。 

備考 子ども会の行事におすすめです 

所要時間 30～60 分  

開催場所 東山植物園（植物会園内）  

募集人員／回 10～20 名  

実施可能時期 通年（開園日） 

用意が必要なもの 筆記用具、事前に質問がある方は、質問事項を送付してください。 

内容 

植物園が、植物の展示育成を通して行っている様々な仕事を紹介します。また、

植物園が担っている役割について学びます。 

備考  

植物１６ 植物園のしごと 

 

植物４ 植物の標本づくり 
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中学生 講義・見学 東海地方の植物 

小学生（３年）以上 講義・見学 伊藤圭介を知ろう 

 
 
 
 
 

■申込・問い合わせ先等 

 

申込先 

 www.higashiyama.city.nagoya.jp/ 

TEL：052-782-2111 FAX：052-782-2140 E-mail：higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp 

 
 
 
 
 

■申込・問い合わせ先等 
     

申込先 

 www.higashiyama.city.nagoya.jp/ 

TEL：052-782-2111 FAX：052-782-2140 E-mail：higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp 

 

所要時間 30～60 分  

開催場所 東山植物園（植物園内）  

募集人員／回 10～20 名  

実施可能時期 通年（開園日）  

用意が必要なもの 筆記用具 

内容 

江戸末期から明治時代に活躍した日本を代表する植物学者「伊藤圭介」について

学びます。伊藤圭介は日本で初めて「おしべ」「めしべ」「花粉」などの言葉を使

ったことで有名です。またイワナンテン（学名 Leucothoe keiskei）など、多く

の植物の学名に伊藤圭介の名前がついています。伊藤圭介の解説や園内にある伊

藤圭介にちなんだ植物について紹介します。 

備考  

所要時間 30～60 分  

開催場所 東山植物園（植物園内）  

募集人員／回 10～40 名  

実施可能時期 通年（開園日） 

用意が必要なもの 筆記用具 

内容 

現代は、多くの動植物の絶滅が心配されています。私たちの住む東海地方で代表

的な絶滅危惧種はシデコブシ、マメナシ、シラタマホシクサなどです。絶滅危惧

種を守るための植物園での取り組みを紹介するとともに、身近な視点から、絶滅

を防ぐ必要性と私たちにできることについてみんなで考えます。 

 

 

備考  

植物１９ 

絶滅危惧種≪東海地方を中心とした≫  

と私たちの身近に起こっていること 

名古屋が生んだ植物学者 

「伊藤圭介」 

植物２０ 
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